
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立つばさ小学校 ）     学校番号 １０２                            【様式】 

学 校 教 育 目 標 ＊あかるく ＊つよく ＊かしこく ＊なかよく        

目 指 す 学 校 像 
◆子どもたちが生き生きと輝く学校  ◆教職員と保護者・地域がチームとなる学校  
◆地域とともに発展する学校     ◆職員みんなが力を発揮する学校 

       

          

重 点 目 標 

１ 教育ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)で実現させる学びの自律と個別最適化、探究化 
２ 一人ひとりの多様な幸せ(Well-being)を実現する未来の教育の実現 
３ 地域の高い教育力を生かしたコミュニティ・スクールの推進 
４ 子どもの安全を守り抜く教育環境の整備 
５ 子どもの可能性を最大限に伸ばす教職員の資質向上研修の充実 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日 令和８年２月４日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、国語、算数ともに全国、市平均と比べ概ね

良好な結果である。 

 

〈課題〉 

○昨年 12 月「初等中等教育における教育課程の基

準等の在り方について」諮問の中で、我が国の

初等中等教育の第一の課題として【学ぶ意義を

見いだせず、主体的に学びに向かうことができ

ていない】点を挙げている。本校においても、

同様の課題があると捉えている。 

・誰一人取り残

さない多様な

子どもの学び

の充実 

①学期に１回の授業公開で、学びのポイ

ントによるＩＣＴを活用した授業を実

践。 

②ＩＣＴ活用に係る実践報告を各学期末

に行い、互いの実践から学び合う。 

①②主体的な問題解決を楽しむ子どもの

姿の実現。 

・子どもたちは教科の目標を達成するため

に生きているのではない、幸福で心豊かに

生きるために生まれてきた…「教師も子ど

もも共に学びを楽しむ」ことを大切にした

授業を全教職員が自身の教科で研究し、出

現した子どもの姿を報告・交流できた。 

Ａ 

●ＡＩに代えられないものを大切にした

教育実践の積み重ね 

＊人と人とのつながりの中ではぐくまれ

る「感性」「創造性」「人の心を動か

す力」に焦点をあてた教育実践研究 

＊先進事例の情報収集と共有 
 

●「学習状況調査結果が優秀」

という点にばかり目を向ける

のではなく、世の中は〇や×

だけではない、多様な他者が

それぞれの考えを主張する中

で、「納得解」を見いだして

いく教育を大切にしていって

欲しい。 

●早く正解たどり着く力ばかり

でなく「答えのない問題」を

どう解決していくかに対峙で

きる力をはぐくんでほしい。 

・ 学 び の 自 律

化・探究化に

向けた情報端

末の活用、授

業改善 

①学びの指標で把握した課題に対する克

服への日常的な取組に対し、学年会・

本部会等で情報交換を行い、互いに助

言し合う。 

②クラウドとデータの利活用等を通した

実践研究を実施。 

①②学びの指標において、教員が課題を

把握し、２回目の調査で８割の教員

が課題を改善。 

・１回目の学びの指標で把握した課題に対

し、学年会・本部会等で情報交換を行い、

互いに助言し合う日常的な取組を通し、２

回目の調査で８割の教員が課題を改善でき

た。 

Ｂ 

●「さいたま市教育ＤＸグランドデザイ

ン～学びの再定義、未来の創造～」の

もと、デジタル学習基盤を活用した新

たな「学び方」「教え方」改革 

＊指導主事を招聘した校内研修 

＊先進事例の情報収集と共有 
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〈現状〉 

○不登校や不登校傾向の子ども、様々な特性をも

つ子ども、様々な配慮を要する子どもなど、多

様化している。 

 

〈課題〉 

○様々なストレスや不透明感、生活の変化が子ど

もの心身に与える影響が大きいことから、今後

も、子ども一人ひとりの状況を的確に把握し、

適切なタイミングで組織的に支援・相談してい

く体制、仕組みづくりが課題である。 

・子ども一人ひ

とりへの細や

か な 教 育 支

援・相談に向

けた校内体制

の充実 

①生徒指導委員会等において子どもの様

子を全職員で共有し、ケース会議等

組織的な対応の充実により、個に応

じたきめ細やかな支援を行う。 

②子どもにとって学校の一番の居場所は

「担任の懐」であることを肝に銘じ

教育愛溢れる人間教育を実践する。 

①情報共有を図った子どもについて、生

徒指導主任等が中心となり、担任のみ

に抱え込ませず、組織的な支援が日常

的に実践できたか。 

②子どもアンケート、保護者アンケート

において、関連する項目の肯定的な回

答の割合が９０％以上となったか。 

・校長・教頭・職員室・保健室が常時、ト

ランシーバーでつながり、生徒指導事案

発生時等は、瞬時に情報共有・組織的対

応を展開した。 

・「学校は充実して楽しい」 

児童の肯定的回答 ９４.３８％ 

保護者の肯定的回答９６.２８％ 

Ａ 

●教職員の生徒指導・教育相談等の専門

的力量の向上と、機動力のある組織づ

くりの質の向上 

＊校内研修の充実 

＊専門的識見の高い外部講師を招聘 

＊全職員が子どもたちにとって“太陽の

ような存在”に近づく自己研鑽  

●教師は、もっと自身の個性を

発揮して、目の前の子どもた

ちに立つべきだろう。人が人

の中ではぐくまれていくのが

人間教育である。 
●子どもたちが考える「にっこ

り大作戦」などは、そのプロ
セスで、「解決能力」「提案
能力」「自分から考えて動け
る力」などが身に付いていく
であろう。高く評価できる。 

●「体験・行事」を工夫・充実

させ、力をはぐくませたい。 

・エージェンシ

ーを育成する

特別活動等の

充実 

①自分たちの学校生活を見つめ直し、潤

いある豊かな学校を自分たちの手で

実現させていく自治的活動を行う。 

②子どもを主体として、日進七夕まつり

の取組を行う。 

①子どもが学校生活の改善・充実に向け

た自主的・実践的な活動に取り組む姿

が見られたか。 

②子どもの言葉で、「つばさらしさ」が

語れる姿がみられるようになったか。 

・付けたい力「なかよく」に係る児童会独

自の取組を展開。３学期「にっこり大作

戦」で笑顔いっぱいにする取組を予定。 

・代表児童と学校運営協議会委員との給食

会食では頼もしい語りの姿が見られた。 

Ａ 

●「未来の主権者としての力」の育成 

＊児童の学校運営協議会への参画 

＊児童の自治的活動を通した学校生活の

改善、学校行事の企画・運営 
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〈現状〉 

〇登下校の見守り活動や、チャレンジスクール等

の学校支援活動など、自治会・育成会・ＰＴＡ

を中心としたスクールサポートネットワークか

らの支援を得ながら、地域学校協働活動が充実

している。 

 

〈課題〉 

〇つばさ小学校の子どもたちに「付けたい力」

を、全子ども・保護者・地域と共有し、さら

に、実現に向けた具体的行動を起こす。 

・学校安心メー

ルと学校ＨＰ

を活用し、積

極的な情報発

信を行う 

①学校ＨＰの便りと子ども活動の更新の

ほか、地域連携ページの月１回以上更

新 

②必要に応じた学校安心メールの発信に

より、情報が細かく各家庭に伝わるよ

うに連携強化 

①②ＨＰの更新頻度の増加(R6:月2→R7:

月 3) 

・ＨＰの更新頻度(R7:月 2) 

 地域連携のページ開設 

 付けたい力「なかよく」重点に係る周知 
Ｂ 

●効果的な情報発信 

 …令和７年度、「海外の青年リーダー

によるつばさ小教育活動の視察」「吹

奏楽部全国大会」「関ブロ大会」等、

誇れる実践が地域等に周知が不十分。 

＊学校だより等の工夫・改善 
 

●最近では、ＣhatＧＰＴを相手

に相談をする大人がいるとい

う。子どもたちに人と人との

コミュニケ―ション力をはぐ

くむことが大切だ。 
●「重点目標 ３」地域の高い

教育力を生かしたコミュニテ
ィー・スクールの推進をもっ
と大きく捉え、新年度は「地
域に輝く、根づくコミュニテ
ィー・スクール」という大き
な視点で課題を設定してはい
かがか。 

・学校運営協議

会を核とした

課題解決に取

り組む学校を

実現 

①学校運営協議会において、学校・家

庭・地域・全校子どもによる「付けた

い力」に係る具体的な取組等について

熟議し、展開 

②七夕ボランティアとの給食会食・紅赤

保存の会等と連携 

①②学校評価の地域連携に関する肯定的

評価の向上(R6:99.0%) 

・学校評価の地域連携項目 

 肯定的評価(R7:98.9%) 99％近くを維持 

 R4:95.0% → R5:99.6% → R6:99.0% 

・児童代表計画委員が、学校運営協議会に

参画。付けたい力「なかよく」を重点と

して策定。自主的自治的取組を実施。 

Ａ 

●コミスクとしての「学校の裁量権の拡

大」に伴う、自主的な取組の具体化 

＊学校運営協議会に参画した児童の声の

効果的な情報発信 

＊年間を通した「学校・保護者・地域」

の具体的取組、合言葉等の創出 
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〈現状〉 

〇熱中症から子どもを守る「エアコン」について

は、Ｒ７年度が「設計」Ｒ８年度に「普通教室

のエアコンが最新型に入れ替え」の予定。 

 

〈課題〉 

〇体育館の雨漏り・窓の開閉等の課題は、引き続

き市へ要請継続。学校現場のレベルでできる取

組の充実・深化。 

・安心安全な教

育環境の整備 

①日常の安全点検と安全指導の徹底 

②登下校の安全に係る指導とＰＴＡ、地

域との連携 

③各種避難訓練や、各種安全研修の実施 

①②③日常的な安全点検の実施と改善箇

所の発見日に即日対応。 

・日常的に安全点検を行い、改善箇所を発

見した際、即日対応を行った。 

・不審者情報に対し、学校安心メールを活

用し家庭と連携を図ると共に、警察に巡

回パトロールを要請した。 

Ａ 

●新規エアコンの設置（７月～８月）前

の１学期における学習環境 

＊学校施設課による速やかな修繕実施 

＊学校施設課にスポットクーラー要請 

＊余裕教室の適切な運用 

 

●子どもによる「安全な生活・

美しい環境の取組」を地域と

も連携して、魅力的な大きな

取組ができるのではないか。 

●そうした取組が実現できる

と、代表児童だけではなく、

つばさに在籍する子どもたち

と地域住民とが結び付き、安

全な環境づくりが学校だけに

とどまらず、校外・地域へと

広がることができる。 

・子どもによる

「安全な生活・ 

 美しい環境」 

 の取組 

①保健委員会・生活安全委員会・栽培委

員会・整美委員会等子どもによる「安

全な生活・美しい環境」に係る活動の

実施 

①子どもが「安全な生活・美しい環境」

に係る学校生活の改善・充実に向けた

自主的・実践的な活動に取り組む姿が

見られたか。 

・保健委員会（怪我マップの作成）、生活

安全委員会（心の安全・朝のあいさつ運

動）栽培委員会・整美委員会（美しい環

境に係る日常の取組） 
Ａ 

●特別活動の充実・深化 

＊校内研修の充実 

＊専門的識見の高い外部講師を招聘 
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〈現状〉 

○新たな学びのスタイルの中心となる、１人１台

端末をはじめとしたＩＣＴの活用方法につい

て、研修を重ねてきた。 

〈課題〉 

○１人１台端末の効果的な活用について、定期的

に情報交換を行い、学級差を生じさせない取組

が必要である。 

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実に課題がある。 

・子どもを輝か

せるため、常

に笑顔と明る

さのある職場

を築く 

①各教職員の状況を把握し、個に課題を

抱え込ませず、「チームつばさ」で組

織的に課題解決に当たる。 

②業務分担の見直しや補助を入れるな

ど、具体的な改善を実施。 

①②ストレスチェック集団分析結果の上

司や同僚の支援に係る健康リスクの

減少(R6 男性 74 女性 80)。 

・ストレスチェック集団分析結果 

男性職員 75(全国平均より 25 リスク低) 

女性職員 77(全国平均より 23 リスク低) Ａ 

●令和８年４月１日さいたま市教育委員

会策定予定「業務量管理・健康確保措

置実施計画」を踏まえた取組 

＊策定された実施計画の吟味 

＊適切な方策の策定・実施 

 

●埼玉県公立小学校の教諭から

文科省学力調査官となり、現

在、大学教授となっておられ

るお方に、校内研修で「授業

づくり」の相談に乗っていた

だいたり、授業映像を録画し

て大学に送付し、オンライン

で「授業改善」の御指導を受

けていたりすることなどをも

っと校外へ発信すべき。 

●次の職員への継承も重要。 

・自分の学校を

誇りに思い、

学校のよさを

職員自身の言

葉で語れるよ

うになる 

①校長が率先して学び、職員へ還元、

職員の研修意欲に火を灯す。 

②職員が研修で得たよい情報等は、

teams を活用し、全職員に共有する。 

③特別支援研修等、専門的識見の高い

外部講師を招聘した研修を実施 

①②③「関東甲信越地区小学校理科研究

大会」に向けて、研修に全職員が

一丸となり取り組んでいけたか。 

・職員が、担任１人に抱え込ませることな

く、力を合わせて職務に当たる事に、つ

ばさ小のよさ・誇りを感じている。 

・関甲信研究大会では、文科省教科調査官

から高い評価を得て、青森から大阪まで

９３名の教員の参加があった。 

Ａ 

●学校のブランド力・特色・自慢の意識

化 

＊パーパス・バリューの問い直し 

＊「人の心を動かす力」を全職員で磨く 



 


